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１ 計画の見直しにあたって 

（１）趣旨 

平成２７年３月に、「子ども・子育て支援法」に基づく市町村子ども・子育て支援事業計画として、すべて

の子ども・子育て家庭を社会全体で支援し、「保育の量的拡充・拡大」、「すべての子どもに質の高い教

育・保育の安定的な提供」、「地域子ども・子育て支援の充実」を目指し、平成２７年度から平成３１年度ま

での５カ年計画として「宮古島市子ども・子育て支援事業計画（太陽
て ぃ だ

の
ぬ

子
ふふぁ

・もやいプラン）」（以下「事業計

画」と言う。）を策定しました。 

 計画推進に当たって、ニーズ調査の結果を基に「量の見込み」を算出し、施設整備や事業拡大による

「確保方策」を実施して参りました。 

 今年度は、事業計画の中間年にあたり、国の基本方針の中で、「支給認定区分ごとの子どもの「実績値」

が、事業計画での「量の見込み」よりも１０％以上のかい離がある場合には、見直しが必要」としています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○事業計画の「量の見込み」と「平成２８年４月１日時点の支給認定区分」との比較 

      

  １号認定 

２号認定 ３号認定 

教育 保育 ０歳児 １・２歳児 

①事業計画の「量の見込み」 319 422 895 235 771 

②平成２８年４月１日時点の支給認

定区分 
246 376 1,047 226 927 

③差引（①－②） -73 -46 152 -9 156 

比較のかい離率（③／①） -22.9% -10.9% 17.0% -3.8% 20.2% 

見直しの必要性（上段のかい離率

が１０％以上） 
要 要 要 否 要 

かい離が生じている理由として想

定されること 

・預かり保育の

利用や保育所

での５歳児保育

の希望が増えた

ため 

・保育所での５歳児保育拡

充により、保育所の利用が

増えたため 

乖離率か

い１０％以

内 

認可外保育

施設の認可

化整備など

により保育所

利用希望が

増えたため 
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（２）見直しのための考え方 

本市においては、当初計画策定時点の値と実績値（平成２８年４月１日時点の支給認定区分の数値）が

１０％以上のかい離が生じているため、国が示した「市町村子ども・子育て支援事業計画等に関する中間

年の見直しのための考え方（作業の手引き）」に基づき、見直しを行います。さらに見直し後の「量の見込

み」に応じた「確保方策」についても見直しを行います。 

 また、「地域子ども・子育て支援事業」については、放課後児童健全育成事業の見直しを行います。 

 

（３）対象期間 

 平成３０年度・平成３１年度 

 

（４）対象事業 

 ①第５章 施策の内容：１．基本目標Ⅰ 教育・保育（２）教育・保育の「量の見込み」と「確保方策」につい

て 

 ②第５章 施策の内容：２．基本目標Ⅱ 地域（２）地域子ども・子育て支援事業の「量の見込み」と「確保

方策」④放課後児童健全育成事業 
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２ 教育・保育の「量の見込み」と「確保の内容」について 

（１）就学前の推計児童数（参考資料） 

 当初の事業計画では、就学前人口は、やや減少傾向にあるがほぼ横ばいであると推計されていました。 

 今回、コーホート変化率法により推計を実施したところ、次の表のとおり、当初計画よりＨ３０年度、Ｈ３１

年度とも減少する見込みとなりました。 

 

【就学前人口推計】                                               単位：人 

Ｈ３０年度 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計 

当初計画 ５７８ ５９６ ６３１ ６００ ６０９ ６４３ ３，６５７ 

見直し ５４４ ５４５ ６２０ ６００ ５８６ ５８７ ３，４８２ 

 

Ｈ３１年度 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計 

当初計画 ６０１ ６２７ ６０４ ６０５ ６５０ ６２２ ３，７０９ 

見直し ５４１ ５６７ ５５４ ６２８ ５９９ ５８７ ３，４７７ 

 

（２）教育・保育の「量の見込み」 

 就学前人口は、減少傾向ですが保育所への申込数は、各年度４月現在でＨ２７年度１，８２２人、Ｈ２８年

度２，０７１人、Ｈ２９年度２，２００人と増加しており、保育ニーズは年々高まっています。 

 「量の見込み」の算出としては、平成２７年度から平成２９年度までの１号から３号の各支給認定割合の平

均値に、平成２７年度から平成２９年度までの前年度割合の平均値を加えた数値で算出しました。 

 この方法で算出した支給認定割合を就学前の推計児童数に乗じて数値を、「量の見込み」としました。 

事業計画策定時の平成２７年度からの実績値を基に、算出していますので、急激な増加とならないよう

に教育・保育の「量の見込み」が反映されると考えています。 

 

【算出方法例】 

Ｈ２７年度からＨ２９年度までの前年度増減率の平均 Ｈ３０年度

支給認定

割合 

（①＋②） 

各年度支給認定割合 ①３カ年の

支給認定

平均割合 

前年度増減割合 

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 
Ｈ２７⇒ 

Ｈ２８ 

Ｈ２８⇒ 

Ｈ２９ 
②平均 

８０．０％ ８０．０％ ９０．０％ ８３．３％ ０．０％ １０．０％ ５．０％ ８８．３％ 

 

Ｈ２７年度からＨ３０年度までの前年度増減率の平均 
Ｈ３１年度

支給認定

割合 

（①＋②） 

各年度支給認定割合 ①４カ年

の支給認

定平均 

割合 

前年度増減割合 

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ 
Ｈ２７⇒ 

Ｈ２８ 

Ｈ２８⇒ 

Ｈ２９ 

Ｈ２９⇒ 

Ｈ３０ 

② 

平均 

 

８０．０％ ８０．０％ ９０．０％ ８８．３％ ８４．６％ ０．０％ １０．０％ ▲１．７％ ２．８％ ８７．４％ 
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（３）「量の見込み」に対する「確保方策」 

 （２）で算出する「量の見込み」を上回るよう、認可保育園の創設や既存保育園の増改築及び定員の見直

しを実施し、「確保方策」の見直しを行います。 

 また、当初計画では、教育・保育の提供区域を合併前の旧市町村単位で区別していましたが、利用の実

情では、提供区域の隔たりが少ないため、今回の見直しにおいては、全体的な「量の見込み」及び「確保

方策」を行います。 

 

（４）見直し後の事業計画 

平成３０年度から平成３１年度の見直し後の教育・保育の「量の見込み」と「確保方策」は、次のとおりとな

ります。 

①「量の見込み」                                               単位：人 

Ｈ３０年度 

項目 １号認定 
２号認定 ３号認定 

教育 保育 １，２歳児 ０歳児 

①当初計画 ３２１ ４３４ ８９５ ８１１ ２４３ 

②見直し ２２１ ３５３ １，０８６ ９５３ ２９１ 

差引②－① ▲１００ ▲８１ １９１ １４２ ４８ 

 

Ｈ３１年度 

項目 １号認定 
２号認定 ３号認定 

教育 保育 １，２歳児 ０歳児 

①当初計画 ３２９ ４３２ ９１４ ８０６ ２４８ 

②見直し ２２１ ３５３ １，１０８ ９４５ ２８０ 

差引②－① ▲１０８ ▲７９ １９４ １３９ ３２ 

 

 当初計画と比較して、公立保育所及び認可保育園での５歳児保育の拡充により、１号認定及び２号認定

（教育）が減少する見込みです。また、認可外保育施設の認可化や小規模保育施設等の増加の影響によ

り、３号認定が増加する見込みです。 
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②「確保方策」                                                  単位：人 

Ｈ３０年度 

項目 １号認定 
２号認定 ３号認定 

教育 保育 １，２歳児 ０歳児 

①当初計画 ６０１ ８９９ １，００８ ８３７ ２４８ 

②見直し ６５３ ３１０ １，２６７ ９７８ ２９４ 

差引②－① ５２ ▲５８９ ２５９ １４１ ４６ 

 

Ｈ３１年度 

項目 １号認定 
２号認定 ３号認定 

教育 保育 １，２歳児 ０歳児 

①当初計画 ６０１ ８９９ １，００８ ８３７ ２４８ 

②見直し ６５３ ３１０ １，２６７ ９７８ ２９４ 

差引②－① ５２ ▲５８９ ２５９ １４１ ４６ 

 

 今後の対応としては、認可保育園の創設や、既存保育園の増改築や定員の見直し、公立幼稚園及び保

育所の認定こども園への移行などを実施し、利用定員の拡充を図っていきます。 

 

③見直し後の「量の見込み」と「確保方策」の比較                            単位：人 

Ｈ３０年度 

項目 １号認定 
２号認定 ３号認定 

教育 保育 １，２歳児 ０歳児 

①量の見込み ２２１ ３５３ １，０８６ ９５３ ２９１ 

②確保方策 ６５３ ３１０ １，２５７ ９７８ ２９４ 

差引②－① ４３２ ▲４３ １７１ ２５ ３ 

 

Ｈ３１年度 

項目 １号認定 
２号認定 ３号認定 

教育 保育 １，２歳児 ０歳児 

①量の見込み ２２１ ３５３ １，１０８ ９４５ ２８０ 

②確保方策 ６５３ ３１０ １，２５７ ９７８ ２９４ 

差引②－① ４３２ ▲４３ １４９ ３３ １４ 

 

 ２号認定（教育）で不足が生じていますが、これは下地・上野の認定こども園で預かり保育を実施しない

ために、不足が出ています。 

不足については、２号認定（保育）で受入をおこない、対応していきます。 

 

※２号認定（教育）：幼稚園・認定こども園で１号認定として、午後の預かりを利用している児童。保育の必

要性があることから、２号認定教育と位置づけています。 
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３．放課後児童健全育成事業の見直しについて 

見直しの理由：各提供区域における「確保の内容」の数字について、当初計画時では各児童館の確保人数を含め

ていたが、放課後児童健全育成事業とは、放課後児童クラブを対象とした事業であるため、今年度策定した放課後

児童クラブ整備計画に基づき、「量の見込み」及び「確保の内容」について、修正と見直しを行った。 

【改訂前】④放課後児童健全育成事業（小学校）  

事業内容 保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校に就学している児童に対し、授業

の終了後に小学校の余裕教室、児童館等を利用して適切な遊び及び生活の場を与え

て、その健全な育成を図る事業です。 

現  状 本市では、平成 26 年 4 月現在、学童クラブ 14 カ所で実施しており、利用人数

は 250名となっています。 

利用料金については、各学童、各年齢により異なります。児童館は、平良南区・伊

良部地区に２カ所、下地地区、上野地区各１カ所あります。利用料は無料です。 

方  針 平良北区について、学童クラブ等の施設がないので、今後整備していくよう検討し

ていきます。また、城辺地区についても、利用定員の拡大を検討していきます。 

所 管 課 児童家庭課 

 

提供区域 項目 H27 H28 H29 H30 H31 

平良北 

区域 

量の見込み① 14 人 13 人 14 人 13 人 14 人 

確保の内容 ② 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

差引 ②－① ▲14 人 ▲13 人 ▲14 人 ▲13 人 ▲14 人 

平良南 

区域 

量の見込み① 548 人 557 人 557 人 556 人 551 人 

確保の内容 ② 1,100 人 1,100 人 1,100 人 1,100 人 1,100 人 

差引 ②－① 552 人 543 人 543 人 544 人 549 人 

城辺 

区域 

量の見込み① 37 人 37 人 36 人 36 人 35 人 

確保の内容 ② 30 人 30 人 30 人 30 人 30 人 

差引 ②－① ▲7 人 ▲7 人 ▲6 人 ▲6 人 ▲5 人 

伊良部 

区域 

量の見込み① 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

確保の内容 ② 560 人 560 人 560 人 560 人 560 人 

差引 ②－① 560 人 560 人 560 人 560 人 560 人 

上野 

区域 

量の見込み① 27 人 25 人 25 人 22 人 22 人 

確保の内容 ② 480 人 480 人 480 人 480 人 480 人 

差引 ②－① 453 人 455 人 455 人 458 人 458 人 

下地 

区域 

量の見込み① 52 人 56 人 58 人 55 人 57 人 

確保の内容 ② 500 人 500 人 500 人 500 人 500 人 

差引 ②－① 448 人 444 人 442 人 445 人 443 人 

合計 

量の見込み① 678 人 688 人 690 人 682 人 679 人 

確保の内容② 2,670 人 2,670 人 2,670 人 2,670 人 2,670 人 

差引 ②－① 1,992 人 1,982 人 1,980 人 1,988 人 1,991 人 
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【改訂後】④放課後児童健全育成事業（小学校）  

事業内容 保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校に就学している児童に対し、授業

の終了後に小学校の余裕教室、児童館等を利用して適切な遊び及び生活の場を与え

て、その健全な育成を図る事業です。 

現  状 本市では、平成 2９年５月現在、学童クラブ 9 カ所で実施しており、利用定員は

347名、利用人数 347名となっています。 

利用料金については、放課後児童クラブによって異なります。 

方  針 小学校区に 1 カ所以上の放課後児童クラブの整備に努め、利用を希望する全ての

児童が利用できるよう利用定員の拡大を検討していきます。ただし、平良北区など、

利用希望人数が 1 校区で１０人に満たない場合は、2 校区以上の合同の放課後児童

クラブの整備を検討し、利用しやすい環境整備に努めます。 

所 管 課 児童家庭課 

 

提供区域 項目 H27 H28 H29 H30 H31 

平良北 

区域 

量の見込み① 14 人 13 人 14 人 13 人 14 人 

確保の内容 ② 0 人 0 人 0 人 0 人 ３５人 

差引 ②－① ▲14 人 ▲13 人 ▲14 人 ▲13 人 ２１人 

平良南 

区域 

量の見込み① 548 人 557 人 557 人 556 人 551 人 

確保の内容 ② 244 人 293 人 300 人 445 人 535 人 

差引 ②－① ▲304 人 ▲264 人 ▲257 人 ▲111 人 ▲16 人 

城辺 

区域 

量の見込み① 37 人 37 人 36 人 36 人 35 人 

確保の内容 ② 30 人 30 人 30 人 40 人 40 人 

差引 ②－① ▲7 人 ▲7 人 ▲6 人 4 人 5 人 

伊良部 

区域 

量の見込み① 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

確保の内容 ② 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

差引 ②－① 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

上野 

区域 

量の見込み① 27 人 25 人 25 人 22 人 22 人 

確保の内容 ② 32 人 32 人 30 人 30 人 30 人 

差引 ②－① 5 人 7 人 5 人 8 人 8 人 

下地 

区域 

量の見込み① 52 人 56 人 58 人 55 人 57 人 

確保の内容 ② 0 人 0 人 0 人 40 人 40 人 

差引 ②－① ▲52 人 ▲56 人 ▲58 人 ▲15 人 ▲17 人 

合計 

量の見込み① 678 人 688 人 690 人 682 人 679 人 

確保の内容② 306 人 355 人 360 人 555 人 680 人 

差引 ②－① ▲372 人 ▲333 人 ▲330 人 ▲127 人 1 人 

※量の見込み ・・・ 平成２６年３月のニーズ調査により算出された数値を表示しております。 

※確保の内容 ・・・ 今年度策定した整備計画を基に数値を算出しております。 


